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の中で理解するべきもので， その定義に際しても歴史的次元の導入が必
要なのではないでしょうか。
この問題に関する私の考えの基本は，古代イスラエルの宗教思想を大
きく捕囚以前と以後とに時代区分する， ということです。捕囚以前は預
言の時代， それ以後は黙示の時代です。そして，捕囚以後の精神的傾向
性を総称して「黙示思想（思潮)｣， またこの思潮の中から現われた新し
い幻文学の類型を「黙示害」 と呼びたいと思います。あるいはより便宜
的に，前者を広義の黙示文学，後者を狭義の黙示文学と呼ぶ， というの
も一つのやり方でしょう。
結論的に申しますと，黙示思想（思潮）は，新バビロニア時代，ペル
シア時代， セレウコス朝の迫害下， ローマ時代というそれぞれの時代情
況によって，また担い手集団の社会的立場やその思想的独創性によって，
多様な現われ方をした思潮です。体系的な思想はありませんが， その根
底に流れるのは，時代の閉塞感から来る神の介入への待望，つまり霊の
昂揚と，先鋭化した終末論ないし二元論です。つまり黙示的思潮を育て
たのは，捕囚以後の永続的な世界帝国による支配状況です。
この思潮の中から，様々な新しい観念が生まれました。そして，幻の
連鎖を語りの推進力とする物語性に富んだ新しい幻文学の類型，つまり
黙示書も現われたわけです。本格的な幻文学は前2世紀のダニエル書に
始まると思われますが，類型的出発点はむしろ前6世紀後半のゼカリヤ
書1 8章であると言えるのではないでしょうか。そしてこの幻文学の類
型は，その後ヨハネの黙示録に継承され，展開されることになるのです。
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